
っ
て
も
ら
い
た
い
。
専
門
性
が
き
わ
め
て
高
か
っ

た
り
、
対
象
が
絞
ら
れ
す
ぎ
て
い
た
り
す
る
研
究

書
や
論
文
を
読
ん
で
い
て
は
と
う
て
い
窺
い
知
る

こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
こ
と
を
、
大
き
な
ス

ケ
ー
ル
の
枠
組
み
と
そ
の
下
で
展
開
さ
れ
る
歴
史

の
髪
に
分
け
入
る
よ
う
な
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
…
ド

の
数
々
と
を
堪
能
し
な
が
ら
、
学
び
知
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
こ
の
分
野
で

研
究
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の
議
論
が
、
シ
ュ

ト
ロ
ー
ベ
ル
の
提
示
し
た
全
体
の
構
図
や
多
様
な

具
体
例
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
圓
収
さ
れ
て
し
ま
わ

ぬ
よ
う
注
意
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

巻
末
に
付
さ
れ
て
い
る
訳
者
井
野
瀬
氏
の
批
判
的

解
説
が
必
読
。
異
論
・
反
論
を
受
け
て
立
ち
、
論

争
を
喚
起
す
る
書
で
も
あ
る
。

（
B
6
版
　
二
一
八
、
二
六
頁
　
二
〇
〇
三
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
泉
書
館
　
二
四
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
（
金
澤
周
作
　
川
村
学
園
女
子
大
学
専
任
講
師
）

ヒ
ラ
ー
ル
・
サ
ー
ビ
ー
著
谷
口
淳
一
、

清
水
和
裕
監
訳

『
カ
リ
フ
宮
廷
の
し
き
た
り
』

本
書
が
執
筆
さ
れ
た
一
一
世
紀
頃
、
ア
ッ
パ
ー

ス
朝
カ
リ
フ
権
力
は
衰
退
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

に
は
諸
々
の
独
立
王
朝
が
成
立
し
て
い
た
。
そ
の

中
で
シ
ー
ア
派
の
ブ
ワ
イ
フ
家
三
兄
弟
の
末
弟
ア

フ
マ
ド
が
バ
グ
ダ
ー
ド
に
入
城
し
、
カ
リ
フ
よ
り

大
ア
ミ
ー
ル
に
任
じ
ら
れ
、
ム
イ
ッ
ズ
・
ア
ッ
ダ

ウ
ラ
の
称
号
を
授
与
さ
れ
、
ス
ン
ナ
派
の
カ
リ
フ

を
擁
護
す
る
代
わ
り
に
支
配
の
正
当
性
を
獲
得
し
、

軍
事
支
配
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お

い
て
、
ヒ
ラ
ー
ル
・
サ
ー
ビ
ー
（
一
〇
五
六
年

没
）
は
ブ
ワ
イ
フ
朝
宮
廷
に
書
記
と
し
て
仕
え
、

カ
リ
フ
宮
廷
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
官
僚
で
あ
っ
た
。

彼
は
ニ
ス
バ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
非
ム
ス
リ
ム

の
サ
ー
ビ
ア
教
徒
（
の
ち
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改

宗
）
で
、
科
学
者
や
書
記
を
代
々
甕
馴
し
た
名
家

出
身
で
あ
る
。
本
書
は
カ
リ
フ
・
カ
ー
イ
ム
（
在

位
　
〇
三
一
一
一
〇
七
五
）
の
時
代
に
執
筆
さ
れ
、

カ
ー
イ
ム
に
献
呈
さ
れ
た
。
執
筆
さ
れ
た
理
由
は
、

後
世
の
書
記
の
手
本
と
さ
れ
る
よ
う
な
ア
ラ
ブ
世

界
を
代
表
す
る
書
記
で
あ
っ
た
彼
の
祖
父
で
あ
る

イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
プ
ン
・
ヒ
ラ
ー
ル
か
ら
受
け

継
い
だ
過
去
の
「
し
き
た
り
」
や
そ
れ
に
付
随
す

る
伝
承
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
た
こ

と
に
よ
る
。

　
全
部
で
一
七
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
々
の

主
題
に
そ
っ
て
宮
廷
に
ま
つ
わ
る
逸
話
が
盛
り
込

ま
れ
、
宮
廷
に
お
い
て
正
し
い
振
舞
い
と
は
何
か
、

ま
た
そ
れ
が
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
ど
の
よ
う
に

継
承
さ
れ
た
か
を
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
成
功
談
や
失

敗
談
な
ど
を
随
所
に
取
り
入
れ
、
具
体
的
に
叙
述

し
て
い
る
。

　
ま
ず
序
に
お
い
て
神
の
代
理
で
あ
る
カ
リ
フ
・

カ
ー
イ
ム
を
賛
美
し
、
本
書
の
執
筆
理
由
を
説
明

す
る
。

　
第
～
章
「
す
ば
ら
し
き
宮
殿
」
で
は
、
宮
殿
の

広
大
さ
、
使
用
人
の
種
類
と
数
、
豪
華
絢
欄
な
装

飾
に
つ
い
て
描
写
さ
れ
る
。
使
用
人
雇
用
経
費
、

厨
房
や
宴
会
の
費
用
な
ど
膨
大
な
金
額
の
国
家
税

収
の
予
算
表
は
、
壮
麗
な
宮
廷
の
実
態
を
窺
わ
せ

る
。
浴
場
数
で
当
時
の
入
口
を
算
出
し
て
い
る
の

も
興
味
深
い
。

　
第
二
章
「
つ
と
め
の
作
法
」
、
第
三
章
「
ハ
ー

ジ
ブ
職
の
規
則
と
し
き
た
り
」
で
は
、
カ
リ
フ
御

前
で
の
各
階
級
に
相
応
し
い
作
法
、
カ
リ
フ
の
側

近
で
あ
る
ハ
ー
ジ
ブ
職
の
職
務
の
内
容
と
実
態
が
、

祖
父
か
ら
聞
い
た
逸
話
や
他
の
事
例
を
織
り
交
ぜ

て
語
ら
れ
て
い
る
。
謁
見
の
式
次
第
に
つ
い
て
も

詳
し
い
。

　
第
四
章
「
カ
リ
フ
達
の
着
座
、
謁
見
に
お
け
る

彼
ら
の
着
衣
、
カ
リ
フ
達
の
御
前
に
加
わ
る
側
近

た
ち
や
諸
々
の
階
級
の
人
々
の
着
衣
」
で
は
、
カ
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四脚

リ
ブ
と
諸
階
級
の
衣
服
の
慣
習
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
第
五
章
「
任
命
・
委
任
・
名
誉
・
宴
会
の
賜

衣
」
、
第
六
章
「
任
命
な
ら
び
に
、
ク
ン
ヤ
や
ラ

カ
ブ
に
よ
っ
て
名
誉
を
与
え
た
際
に
カ
リ
フ
へ
贈

ら
れ
る
も
の
」
で
は
、
種
々
の
史
料
に
断
片
的
に

登
場
し
て
も
そ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
賜
衣
（
ヒ
ル
ア
）
や
ラ
カ
ブ
の
授
与
、

授
与
さ
れ
た
際
の
カ
リ
フ
へ
の
贈
答
の
儀
式
の
状

況
、
賜
衣
、
旗
、
旗
、
竿
の
色
や
装
飾
な
ど
が
詳
ら

か
に
さ
れ
る
。

　
第
七
章
「
カ
リ
フ
と
の
文
書
の
や
り
と
り
に
関

す
る
し
き
た
り
」
、
第
八
章
「
文
書
に
お
け
る
カ

リ
フ
へ
の
書
及
と
祈
願
の
定
型
句
」
、
第
九
章

「
カ
リ
フ
か
ら
の
文
書
の
し
き
た
り
」
、
第
　
○

章
・
「
カ
リ
フ
か
ら
文
書
の
受
取
人
へ
の
祈
願
の
定

型
句
」
、
第
一
二
章
「
文
書
の
末
尾
に
記
さ
れ
る

「
某
・
プ
ン
・
某
記
す
」
と
い
う
語
句
、
第
＝
二

章
「
カ
リ
フ
の
や
り
と
り
す
る
文
書
が
書
か
れ
る

紙
、
中
に
文
書
を
入
れ
て
や
り
と
り
す
る
通
信
袋
、

そ
の
上
に
押
さ
れ
る
封
印
」
と
、
宮
廷
に
お
け
る

文
書
に
関
す
る
記
述
は
、
著
者
と
著
者
の
祖
父
が

書
記
を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
よ
り
多

く
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。
行
の
揃
え
方
、
文
字
、

宛
名
、
冒
頭
や
結
び
の
定
型
句
の
書
き
方
、
用
紙
、

留
紐
、
封
印
粘
土
、
通
信
袋
に
つ
い
て
な
ど
非
常

に
細
部
に
わ
た
っ
て
お
り
、
書
記
術
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
で
も
言
え
る
内
容
で
あ
る
。

　
第
一
五
章
「
説
教
壇
に
お
け
る
フ
ト
バ
」
、
第

一
六
章
「
礼
拝
時
に
太
鼓
を
叩
く
こ
と
」
、
第
｝

七
章
「
婚
礼
の
フ
ト
バ
扁
で
は
、
ブ
ワ
イ
フ
朝
の

バ
グ
ダ
ー
ド
入
城
以
来
の
礼
拝
の
儀
式
の
変
化
に

つ
い
て
叙
述
さ
れ
て
お
り
、
カ
リ
フ
と
ブ
ワ
イ
フ

朝
翼
主
の
微
妙
な
関
係
と
相
聞
っ
て
カ
リ
フ
の
権

威
の
象
徴
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
読
み
解

く
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
の
補
完
羽
二
重
支
配
下

に
あ
っ
た
バ
グ
ダ
ー
ド
と
そ
の
時
代
背
景
、
ス
ン

ナ
派
の
カ
リ
フ
宮
廷
を
称
賛
す
る
本
書
と
シ
ー
ア

派
信
徒
で
あ
る
著
者
の
内
面
性
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
解
題
で
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
本
書
は
、
こ
の
時
代
の
ア
ラ
ブ
世
界
に
お
け
る

史
料
が
年
代
記
や
地
理
書
中
心
で
あ
る
な
か
に
あ

っ
て
、
当
時
の
宮
廷
の
作
法
や
そ
の
周
辺
を
題
材

に
し
た
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
と
か
く
年
代
記
史

料
は
、
非
日
常
的
な
事
件
性
が
あ
る
出
来
事
の
み

が
記
述
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
日
常
の
こ
と
は
等

閑
に
さ
れ
が
ち
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
書
か
ら

は
、
決
し
て
年
代
記
か
ら
得
ら
れ
な
い
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
巻
末
の
歴
代
カ
リ
フ
へ
覧
表
、

ブ
ワ
イ
フ
朝
の
君
主
の
支
配
状
況
表
、
系
図
、
年

表
と
文
献
表
、
人
名
・
地
名
・
用
語
索
引
は
、
読

書
に
あ
た
っ
て
必
要
な
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、

便
利
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
本
文
注

も
、
匹
δ
〉
“
ω
銑
①
ヨ
・
の
手
に
よ
る
英
訳
よ
り

も
懇
切
丁
寧
で
詳
細
で
あ
る
。

　
ま
た
本
書
は
、
一
九
九
八
年
四
月
か
ら
一
一
〇
〇

二
年
一
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
計
六
五
回
の
輪

読
会
の
成
果
で
あ
り
、
逐
次
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で

も
公
開
さ
れ
た
。
京
都
・
東
京
在
住
の
複
数
の
訳

者
に
よ
る
共
同
編
集
作
業
で
あ
る
た
め
、
記
述
や

用
語
の
統
一
な
ど
の
雑
多
な
打
ち
合
わ
せ
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
の
を
、
電
子
メ
ー
ル
の
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
を
利
用
し
た
連
絡
方
法
で
距
離
と
時
間

の
問
題
を
解
決
し
た
。
こ
れ
は
研
究
上
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
普
及
を
背
景
と
し
て
お
り
、

今
後
こ
の
よ
う
な
編
集
・
繊
版
形
態
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る
。

　
後
世
の
諸
王
朝
に
継
承
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ア
ッ

バ
ー
ス
朝
宮
廷
の
し
き
た
り
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
ら
れ
て
お
り
、
本
書
は
他
の
時
代
・
地
域
の

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
読
み
物
と
し

て
面
白
い
史
料
で
あ
り
、
そ
れ
を
臼
本
語
で
読
め

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
。
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（
A
5
版
　
二
九
、
二
〇
一
頁
　
二
〇
〇
三
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
香
堂
　
三
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
（
後
藤
敦
子
　
東
京
外
型
語
大
学
ア
ジ
ア
・

　
　
　
　
　
　
ア
フ
リ
カ
雷
語
文
化
研
究
所
共
同
研
究
員
）

会
　
　
蟹

　
平
成
十
五
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
定
通
り
、
十
一
月
二
日
（
日
）

午
後
一
時
よ
り
京
大
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
公
開
講
演
は
平
雅
行
、
石
原
潤
の
両
氏
に

よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会
裡
に
終

わ
り
ま
し
た
。

鎌
倉
幕
府
の
寺
社
政
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
雅
行
氏

現
代
中
国
の
集
市
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原

潤
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会
に
お
い
て
、

平
成
十
五
年
度
会
務
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

鎌
倉
幕
府
の
寺
社
政
策
に
つ
い
て

平

雅
　
行

　
本
研
究
の
課
題
は
、
①
鎌
倉
幕
府
の
東
国
で
の

宗
教
政
策
、
お
よ
び
②
鎌
倉
幕
府
の
畿
内
権
門
寺

社
政
策
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
第
一
に
こ
れ
ま
で
日
本
中
世
の
宗

教
政
策
研
究
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
鎌
倉

仏
教
が
民
衆
仏
教
で
あ
る
と
い
う
誤
断
の
た
め
申

世
の
宗
教
政
策
研
究
は
ほ
と
ん
ど
空
白
状
況
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
通
史
的
把
握
を
困
難
に
し
て
き

た
。
顕
密
体
制
論
の
登
場
に
よ
っ
て
、
中
世
成
立

期
の
朝
廷
の
政
策
研
究
は
～
定
の
進
展
を
み
せ
た

が
、
幕
府
の
宗
教
政
策
論
は
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で

あ
る
。
本
報
告
は
そ
の
状
況
の
打
破
を
目
指
し
て

い
る
。
第
二
は
、
鎌
倉
幕
府
の
延
暦
寺
政
策
が
顕

密
体
制
論
の
成
否
を
左
右
す
る
論
点
に
浮
上
し
て

き
た
こ
と
に
あ
る
。
佐
々
木
馨
氏
は
、
鎌
倉
幕
府

と
延
暦
寺
と
の
関
係
が
＝
触
即
発
の
危
機
状

況
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
論
拠
に
、
①
東
国
と
西
国

で
は
体
制
仏
教
の
あ
り
方
が
根
本
的
に
異
な
っ
て

い
る
、
②
黒
田
俊
雄
氏
の
い
う
顕
密
体
制
は
西
国
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